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新
潟
支
部
（
石
倉
仁
一
支

部
長
）
懇
談
会
は
８
月
26

日
、
新
潟
市
内
で
開
催
さ

れ
、97
人
が
参
加
し
た
。支
部

役
員
は
そ
ろ
い
の
専
修
大
学

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
出
迎
え
た
。

　
藤
森
研
文
学
部
教
授
が

「
学
生
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
大
人
で
あ
る
ご
父
母
・
保

護
者
と
、
教
職
員
が
信
頼
関

係
を
持
つ
こ
と
が
大
事
」
と

語
り
か
け
た
。

　
榎
透
法
学
部
教
授
は
学
業

に
つ
い
て
説
明
し
、
単
位
修

得
の
注
意
点
を
述
べ
た
。
小

林
守
商
学
部
教
授
は
学
生
生

活
に
つ
い
て
、
学
生
相
談
室

の
利
用
を
促
す
と
と
も
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
新
潟
市
の
職
員
ら

が
県
内
の
就
職
状
況
に
つ
い

て
話
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
や

公
務
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

個
別
相
談
に
も
応
じ
た
。

　
午
後
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
面

談
と
個
人
面
談
が
行
わ
れ

た
。
会
場
の
外
で
も
齊
藤
公

男
就
職
部
長
が
就
職
相
談
に

応
じ
、
ご
父
母
・
保
護
者
の

質
問
に
丁
寧
に
答
え
た
。

　
熱
心
に
聞
い
て
い
た
法
学

部
３
年
次
男
子
の
父
親
は

「
心
構
え
か
ら
具
体
的
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
企
業
情
報
の
探

し
方
ま
で
詳
し
く
聞
く
こ
と

が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
っ

た
。
箇
条
書
き
に
し
て
息
子

に
伝
え
た
い
」
と
満
足
し
た

表
情
。
夫
婦
で
個
別
面
談
に

参
加
し
た
経
済
学
部
２
年
次

男
子
の
両
親
は
「
修
学
状
況

通
知
書
を
見
な
が
ら
教
授
に

直
接
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た

だ
き
現
状
や
課
題
が
よ
く
分

か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度

の
話
が
聞
け
て
、
大
学
へ
の

興
味
が
増
し
た
。
今
度
、
キ

ャ
ン
パ
ス
を
じ
っ
く
り
見
に

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

し
、
全
国
有
数
の
「
も
の
づ

く
り
県
」
と
し
て
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
加
え
て
、
地
震

な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害

リ
ス
ク
の
少
な
さ
、
一
人
当

た
り
の
県
民
所
得
と
一
戸
当

た
り
の
敷
地
面
積
が
全
国
４

位
で
あ
る
こ
と
な
ど
、「
生

活
の
豊
か
さ
・
快
適
さ
」
や

「
安
心
・
安
全
」
を
実
感
で

き
る
県
で
も
あ
り
ま
す
。

　
人
口
が
長
期
の
減
少
局
面

に
入
る
な
か
、
現
在
、
栃
木

県
で
は
、
県
内
産
業
の
活
力

と
な
る
若
手
人
材
の
確
保
を

図
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
専
修
大
学
を
は
じ
め
首
都

圏
の
大
学
等
と
就
職
促
進
協

定
を
締
結
し
、
各
大
学
で
実

施
し
て
い
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
職
員
を
派
遣
す
る
ほ

か
、
学
生
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
「
と
ち
ま
る
通
信
」
の

発
行
等
を
通
じ
、
県
内
企
業

の
情
報
等
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
都
有
楽
町
に

開
設
し
た
「
と
ち
ぎ
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
、
就
職
相
談
に
応

じ
て
い
る
ほ
か
、
学
生
の
県

内
企
業
へ
の
就
職
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ア
プ
リ
「
と
ち
ま
る
就
活

ア
プ
リ
」
も
開
設
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
製
造
業
の
企

業
へ
就
職
す
る
学
生
を
対
象

と
し
て
、
最
大
で
１
５
０
万

円
の
奨
学
金
の
返
還
を
支
援

す
る
事
業
も
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　「
住
み
続
け
た
い
」「
住
ん

で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
よ

う
未
来
創
生
に
向
け
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
栃
木
県
は
、
次

代
を
担
う
若
い
皆
さ
ん
の
力

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
全
国
有
数
の
「
も
の

づ
く
り
県
」
と
し
て
、「
と

ち
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を

目
指
す
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
元

気
な
と
ち
ぎ
」
に
は
、
専
修

大
学
の
皆
さ
ん
が
情
熱
を
傾

け
、
力
を
発
揮
で
き
る
仕
事

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
魅

力
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
と

ち
ぎ
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
栃
木
県
は
、
美
し
い
自
然

や
、
世
界
遺
産
「
日
光
の
社

寺
」
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
と

文
化
、
プ
レ
ミ
ア
ム
い
ち
ご

「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
な
ど
、

多
彩
で
魅
力
的
な
地
域
資
源

を
有
し
て
い
る
と
と
も
に
、

産
業
面
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

発
展
し
て
お
り
、
特
に
製
造

業
で
は
、
自
動
車
・
航
空
宇

宙
・
医
療
な
ど
の
分
野
に
お

け
る
大
企
業
の
工
場
や
研
究

所
、
世
界
有
数
の
シ
ェ
ア
を

誇
る
中
小
企
業
な
ど
が
集
積

「
も
の
づ
く
り
県
」で
力
を
発
揮
し
よ
う
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就
職
課
か
ら

10
月
に
も
説
明
会

〈
４
年
次
生
へ
〉

　
ま
も
な
く
夏
期
休
暇
が
終

わ
り
ま
す
が
、
就
職
活
動
の

状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
だ
内
定
を
得
て
い
な
く

て
も
焦
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
先
日
行
わ
れ
た
学
内
企

業
説
明
会
ｉ
ｎ
サ
テ
ラ
イ
ト

で
は
、
２
日
間
で
１
０
０
人

近
い
学
生
と
、
企
業
46
社
が

来
場
し
ま
し
た
。

　
同
様
の
説
明
会
を
10
月
に

も
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

視
野
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た

業
界
や
企
業
、
職
種
を
新
た

に
発
見
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
ポ
ー

タ
ル
、
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
参
加
を

〈
３
年
次
生
へ
〉

　
後
期
か
ら
就
職
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
今
月
下
旬
の
第
１

回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
は
就
職
活
動
の
流

れ
や
、
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
就

き
た
い
業
種
や
職
種
が
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
学
生
も
、

各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出

席
す
る
こ
と
で
視
野
が
広
が

り
、
将
来
の
方
向
性
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
履
歴
書
の
書
き
方

や
面
接
練
習
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
行
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
多
く
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

公
開
講
座
情
報

社
会
科
学
研
究
所
公
開
講
座

「
中
国
の
一
帯
一
路
構
想
と

南
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
」

▽
日
時

10
月
21
日
（
土
）

13
〜
16
時
▽
場
所

神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
５
４
２
教
室
▽
基

調
講
演

テ
ィ
ア
ス
・
ラ
ジ

ャ
・
カ
ニ
ヤ
氏
（
ネ
パ
ー
ル

・
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
学
長
）

▽
報
告

徐
一
睿
経
済
学
部

准
教
授
、
ビ
シ
ュ
ワ
・
ラ
ズ

カ
ン
デ
ル
嘉
悦
大
学
経
営
経

済
学
部
准
教
授

※
報
告･

質
疑
は
日
本
語
・

英
語
及
び
日
英
通
訳
付
き
。

※
参
加
無
料
。

※
メ
ー
ル
（shaken@isc.

senshu-u.ac.jp

）
か
フ
ァ

ク
ス
（
０
４
４
・
９
０
０
・

７
８
２
９
）
で
事
前
申
し
込

み
必
要
。

旴
社
会
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
８
９

　
学
業
や
学
生
生
活
、

就
職
支
援
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
教
職
員
が
ご

父
母
・
保
護
者
に
説
明

し
相
談
に
応
じ
る
育
友

会
支
部
懇
談
会
が
、
７

月
下
旬
か
ら
８
月
末
に

か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

全
国
67
支
部
63
会
場
に

は
多
く
の
ご
父
母
・
保

護
者
が
参
加
。
充
実
し

た
学
生
生
活
を
支
え
る

た
め
教
職
員
と
ひ
ざ
を

交
え
て
語
り
合
っ
た
。

育友会支部懇談会 全国67支部63会場

 神奈川東・西支部

Ｕ
タ
ー
ン
個
別
相
談
も

 新潟支部

齊藤就職部長の話を熱心に聞くご父母・保護者

97
人
が
参
加
し
た
新
潟
支
部
懇
談
会

　
７
月
30
日
に
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
神
奈
川
東

・
西
支
部
（
髙
橋
国
広
東
支

部
長
、
根
岸
公
一
郎
西
支
部

長
）
懇
談
会
に
は
小
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
４
０
５
人
が
参

加
し
た
。

　
東
平
豊
三
育
友
会
長
の

「
支
部
懇
は
大
学
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
最

大
の
場
」
と
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
佐
々
木
重
人
学
長
が

「
親
の
関
心
事
は
学
年
に
よ

っ
て
異
な
る
。
遠
慮
せ
ず
質

問
し
て
疑
問
を
解
決
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　
就
職
に
関
し
勝
部
伸
夫
商

学
部
教
授
ら
が
具
体
的
な
就

職
活
動
の
時
期
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み
、

親
の
対
応
な
ど
に
関
し
説

明
。
次
い
で
、
内
定
を
得
て

い
る
４
年
次
生
５
人
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
つ

い
て
松
田
果
穂
さ
ん
（
文

４
）
は
「
友
達
に
自
分
の
長

所
、
短
所
を
聞
き
自
己
分
析

を
進
め
た
。
こ
の
過
程
で
精

神
的
に
落
ち
込
む
こ
と
も
あ

っ
た
」
と
話
す
。
ま
た
、
鈴

木
達
大
さ
ん
（
文
４
）
は

「
相
手
の
心
に
残
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
ど
れ
だ
け
書
け
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
。
１
、
２
年
次

生
の
時
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
森
田
新
菜
さ
ん
（
経
済

４
）
は
就
職
活
動
を
通
し
て

「
新
聞
を
よ
く
読
む
よ
う
に

な
り
、
社
会
に
対
す
る
ア
ン

テ
ナ
を
張
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
変
化
を
語
っ
た
。
親

内
定
者
の
体
験
を
聞
く

東
平
育
友
会
長

佐
々
木
学
長

の
存
在
に
つ
い
て
は
、「
何

気
な
い
言
葉
が
け
で
助
け
ら

れ
た
」
と
い
う
声
が
相
次
い

だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
個
別
面
談
と

グ
ル
ー
プ
面
談
が
行
わ
れ
、

修
学
状
況
通
知
書
の
見
方
、

就
職
、
資
格
取
得
、
留
学
な

ど
に
つ
い
て
30
人
の
教
職
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
９
、

10
号
館
を
巡
る
施
設
見
学
会

に
加
え
、
今
年
４
月
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
２
、
３
号
館

も
開
放
さ
れ
好
評
だ
っ
た
。

　
た
ま
た
ま
隣
席
に
な
っ
た

と
い
う
文
学
部
３
年
次
男
子

の
母
親
と
商
学
部
４
年
次
男

子
の
母
親
は
「
お
互
い
同
じ

よ
う
な
状
況
の
息
子
が
い
て

親
し
く
な
れ
た
。
就
職
の
際

の
親
の
ス
タ
ン
ス
も
よ
く
分

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
経
済
学
部
１
年
次
女
子
の

両
親
は
東
京
か
ら
参
加
。

「
娘
が
通
っ
て
い
る
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
が
見
た
か
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
話
を
し
て
く
れ
た
大
学
生

が
み
ん
な
し
っ
か
り
し
て
い

る
の
に
驚
い
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。

和やかな雰囲気で行われたグループ面談

３号館「蒼翼の間」からの景色を楽しむ育友会員

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た

神
奈
川
東
・
西
支
部
の
懇
談
会

に
は
多
く
の
会
員
が
出
席
し
た


